
家
庭
や
地
域
で

へ
の
備
え
を

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

　
起
こ
り
う
る
災
害
は

　

近
年
、
平
成
２８
年
の
熊
本
地
震

や
本
年
６
月
の
大
阪
北
部
地
震
な

ど
の
大
地
震
、
平
成
２9
年
の
九
州

北
部
豪
雨
や
本
年
７
月
の
西
日
本

豪
雨
な
ど
、
長
期
化
・
広
範
囲
化

し
た
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
・
水

害
が
、
日
本
各
地
で
多
発
し
、
甚

大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　
今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は

　

９
月
２
日
㈰
に
、
今
井
小
学
校
、

今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
・
今
井
公
民
館
、
今
井
体
育
館
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
び
こ

の
里
等
で
松
本
市
総
合
防
災
訓
練

●
問
い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課
（
本
庁
舎
別
棟
1
階　
☎
33－

９
１
１
９
ｆ
33－

１
０
１
１
）

　
消
防
防
災
課
（
本
庁
舎
別
棟
1
階　
☎
33－

１
１
９
１
ｆ
33－

１
０
１
１
）

を
実
施
し
ま
す
。（『
広
報
ま
つ
も

と
』
８
月
号
で
告
知
済
み
）

　

訓
練
は
、「
糸
魚
川

－

静
岡
構

造
線
断
層
帯
」
に
よ
る
大
規
模
地

震
に
よ
り
、
松
本
市
全
域
に
お
い

て
多
数
の
死
傷
者
、
家
屋
の
倒
壊

お
よ
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
寸
断

な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
と
の
想
定
で
行
い
ま
す
。

昨年の訓練風景（四賀小学校）

　
災
害
に
対
し
て
日
頃
か
ら
注
意
を
払
い
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
、
各
家
庭
や

地
域
で
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●日頃からの準備
　平成２9年 4 月に全戸配布したハザー
ドマップには、地域の危険度を土砂災
害警戒区域は黄色または赤色（茶色）で、
浸水想定区域は青色の濃淡で表示して
います。自宅周辺の危険度を認識し、
避難所までの安全な経路を
確認してください。

●情報収集と早めの避難
本市では、災害発生の危険があると

きは、避難情報を発令しますが、局地
的な豪雨等の場合に発令が間に合わな
いことがあります。長雨が何日も続い
ているときや、大型台風の直撃が予想
されるときなどは、ご自身でテレビや
ラジオから情報を収集し、危険を感じ
たら、避難情報が出ていなくても自ら
の判断で早めに安全な場所へ避難して
ください。
　土砂災害や水害は、危険なそのとき
にその場所にいなければ命は守れます。

自らの命は自ら守る
～災害に備えて～

防災行政無線放送訓練
　本市では、緊急地震速報や弾道ミサイル情報等の、対処に
時間的余裕のない事態に関する情報や、行方不明者の情報、
熱中症注意情報等を、市内全域に設置している防災行政無線
の屋外スピーカーや、戸別受信機を用いて情報伝達します。
　放送時に適切に情報伝達ができるよう、毎日、チャイム音
を放送するほか、放送訓練を実施しています。

【放送訓練の実施例】
◦総合防災訓練（ 9 月 ２ 日）
◦シェイクアウト訓練（ 3 月上旬）
◦全国瞬時警報システム（Jアラート）の

全国一斉情報伝達試験（11月と ２ 月）等

機器の故障により、放送が聞こえ
ない場合は、消防防災課へご連絡を
お願いします。
　音声が聞き取りにくい場合は、
テレフォンサービス（☎3６－８６８６）で放送内容を
確認することができます。

災
害

広報まつもと2018年 9 月号　4


	P_04

